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入出力の間で純粋な遅延のみを伴い、波形の歪みを伴わない（すなわち、入出力信号 u, y に対して











だけ持つ線形時不変系の場合に限る。この場合の微分差分方程式は x· ( t ) = Jx( t )+Kx· ( t－h )+Lx( t－h )
と表現され、初期条件としては －h ≦ t ≦ 0 におけるベクトル値関数 x( t ) の値（初期関数）を与える
ことになる。K ≠ 0 のとき、このむだ時間系は中立型と呼ばれる。一方、フィードバックの視点からは、










る。従来の研究ではほとんど考慮されなかった不連続な初期関数の場合も考え、t ≧ 0 では連続である 
x( t ) のみを解として許容する立場（連続連結解）と、形式的書き換えにより得られる d/dt[x( t )－Kx( t－h )] 
= Jx( t )+Lx( t－h ) という方程式を通し、x( t )－Kx( t－h ) が連続関数となるような x( t )（このとき一般に 
x( t ) は不連続となる）のみを解として許容する立場（擬似連結解）を導入している。中立型微分差分方
程式 x· ( t )=x· ( t－h ) で初期関数が x( t )=0 (－h ≦ t < 0), x( t )=1 ( t = 0 ) の場合の連続連結解、擬似連結解
を図 2に示しておく。本研究では、もとの微分差分方程式と初期関数から図 1の F と初期条件を適切



























































[1]  S. Tanaka: A Heuristic Algorithm Based on Lagrangian Relaxation for the Closest String Problem, 
















































[1] 小林哲生 : “両眼視野闘争”，Clinical neuroscience，中外医学社，Vol.28, No.10, pp.1161-1163 (2010)









































































































B.S. Song, S. Yamada, T. Asano, and S. Noda: Opt. Exp. 19, 11084 (2011). S. Yamada, B.S. Song, T. 
Asano, and S. Noda: Appl. Phys. Lett. 99, 201102 (2011).












逆数の周波数で 9.2 GHz、を基準とすると国際的に取り決められていて、その相対不確かさは 10－16 台に
達します。さて、一般に測定の不確かさを小さくするためには、測定を何回も繰り返して平均を取ります。
原子時計では、より速い周期の共鳴を基準とすれば、より短い時間で周期の測定回数を稼いで不確かさ





























は温度換算で 2 mKに低減されています。現在分解能は 20 kHz
程度ですが、今後 1 Hz 台まで分解能を高めて光時計を構築し、
の時間変化探索を進めていきます。
図 1：イオントラップ


































































横田健治 , 朝香卓也 , 高橋達郎 ,” サービス利用者の位置情報を考慮したサーバ分散配置型クラウドサー
ビスシステムの提案” , 電子情報通信学会論文誌B, Vol.J95-B, No.10, pp.1325-1334, 2012
































作を行った [2]。図 3 はそ
の顕微鏡写真であり、この
4.2mm × 2.1mm のチップ
上に四則演算が可能な演算
器が 12 個× 6 Cluster = 
72 個搭載されている。こ
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図 1：粗粒度再構成可能アーキテクチャ
図 3：試作チップの顕微鏡写真 図 4：測定の様子
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特有の現象の 1つは、電離圏F領域（高度 200-500 km）に
おける中規模伝搬性電離圏擾乱（Medium-Scale Traveling 
Ionospheric Disturbances; MSTID）と呼ばれる周期 1時間
程度の波動です。日本全土に配備されているGPS受信機網を利用
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図 1：パネル構造型SPS
図 2：パネル構造
図 3：パイロット信号受信点の間隔とパイロット信号到来角、パネル位置推定誤差の関係
